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日本一 星空 阿智村
1981…2026年

第40回

教育主催：人-自然-総合研究財団
旅行受託：旅ねっと飯田
後 援：阿智村教育委員会
自然財団連絡先： 〒395-0501長野県阿智村浪合1564

自然学舎 こどもキャンプ係
Email:  shizengakusha@gmail.com
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 １．名    称                                            

第 40回 こどもサマーキャンプ（初級編） 
※ 45 年前こどものためのサマーキャンプ開始、コロナ禍による中止等を経て、今年 40 回目の開催 

 

 

 ２．目  的                                              

「豊かな心」「がまんする心」「自立心」「協調性」を育む 
 ※ 子ども・大人・全ての人が、どんな時でも、笑顔で、前向きに歩んでいける人になれたらいいねと願い、開催し続けています 

 

 

 ３．参加資格                                            

小学校１年生～6年生  
※一人でも複数人でも応募できます。場合によって参加を承諾できないことがあります。 

 

 ４．実施体制                                               

教育主催：（一財）人-自然-総合研究財団【担当：理事長 羽場睦美】 

旅行委託：旅ネット飯田(有) ※ 交通移動システムご利用希望者は「旅ネット飯田」にもご予約が必要です 

後   援：阿智村・阿智村教育委員会・なみあい育遊会   

 

 ５．場  所                                            

場所：長野県阿智村浪合1564 キャンプサイトななつ星，浪合 1192 キャンプサイト ジブ 

※主催者の自然財団が所有し管理運営する二つのキャンプ場で行います。 
●自然学舎キャンプサイトななつ星 ●青少年の家キャンプサイトジブ ●他 

 

 ６．日程・料金                                       

目的、日程にあわせて希望の組をお決めください。組を連続して参加することもできます。

キャンプの詳しい内容や様子は、『説明書』をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７．連絡先ならびに緊急時連絡先                                           

電話でのお問い合わせは下記電話番号に一本化しています。 

受付時間は平日９:３0～17:00 です。 

 

 

 

 

   

 

募集要項    
    

1組 7月23日 （3泊4日） 51,000 円

2組 7月26日 （4泊5日） 56,000 円

3組 7月30日 （3泊4日） 51,000 円

4組 8月　2日 （3泊4日） 51,000 円

5組 8月　5日 （3泊4日） 51,000 円

組と参加費

お問い合わせ等は、下記 E メールに一本化しています。 

〒395-0501 長野県下伊那郡阿智村浪合 1564 

人-自然-総合研究財団 自然学舎 こどもキャンプ係 

Email:  shizengakusha@gmail.com 

  

 

募 集 要 項  

 

ビッグプレゼント！！ 

このサマーキャンプに参加して「1 年間キャンプ」に参加してみたいと思った人に対し 

自然財団が旧浪合村の要請で開発設置協力した『なみあい通年合宿（山村留学）』への推薦状をお出します！ 

ビッグプレゼント！！ 
このサマーキャンプに参加して 1年間キャンプに参加してみたいと思ったお子様には 

「なみあい通年合宿」をご案内ご紹介いたします。 
自然財団は旧浪合村の要請によって浪合通年合宿システムを開発し設置・運営に協力してきました。 

 

 

 １．名    称                                            

第 40回 こどもサマーキャンプ（初級編） 
※ 45 年前こどものための教育キャンプ開始、コロナ禍による中止を経て、今年 40 回目の開催です 

 

 

 ２．目  的                                              

「豊かな心」「がまんし努力する心」「自立心」「協調性」を育む。 
 ※ 子ども・大人・全ての人が、どんな時でも、笑顔で、前向きに歩んでいける人になれたらいいねと願い、開催し続けています 

 

 

 ３．参加資格                                            

小学校２～6年生  
※一人でも複数人でも応募できます（場合により 1 年生でも可）。但し別途条件により参加不可のこともあります 

 

 ４．実施体制                                               

教育主催：（一財）人-自然-総合研究財団 ※ 原則的に浪合現地集合です 

旅行受託：旅ネット飯田(有) ※ 新宿・名古屋から集団移動の希望者は「旅ネット飯田」にも予約必要です 

後   援：阿智村教育委員会（申請中）・なみあい育遊会 
 

 

 ５．場  所                                            

場所：長野県阿智村浪合1564 キャンプサイトななつ星，浪合 1192 キャンプサイトジブ 

※主催者の自然財団が所有し管理運営する二つのキャンプ場を使って行います。 
●自然学舎キャンプサイトななつ星 ●キャンプサイトジブ ●他 

 
 

 ６．日程・料金                                       

今年のサマーキャンプは以下のように開催します。組を連続して参加することもできます 

※キャンプの詳しい内容や様子は、別途説明書の表紙裏カレンダー第 2 章、第 3 章等をご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 ※上記は浪合現地参加者の教育プログラム参加費用です。連続参加者は 1 割減額 

 ※新宿・名古屋からの集団移動ご希望の方は旅行社「旅ネット飯田」にもお申込みください。別途交通費が必要です 

●新宿からの旅ネット社の往復交通費 13,000 円前後 ●名古屋からの旅ネット社の往復交通費   円前後 

 

 ７．問合せ・連絡先                                              

お問い合わせ等は、下記 E メールに一本化しています。 

   

 

募 集 要 項  

  

1組 7月23日 （3泊4日） 51,000 円

2組 7月26日 （4泊5日） 56,000 円

3組 7月30日 （3泊4日） 51,000 円

4組 8月　2日 （3泊4日） 51,000 円

5組 8月　5日 （3泊4日） 51,000 円

組と参加費

 9,000 円前

後 
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主催者紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人-自然-総合研究財団は南信州の小さな民間研究所です。赤石山脈を望む自然の中で人と自然

に関する調査研究を半世紀にわたって行ってきました。またその研究に基づく科学・芸術・野遊び等

の体験学習機会を提供してきました。温もりの手作り施設、地球的視野にたつ文化活動を通じ緑の心

の回復に役立ちたいと考えています。 
 

・・・・・・・・・・・・・本部事務局・・・・・・・・・・・・・  

〒395-0244 長野県飯田市山本 5992 番地 1 
     Tel  0265-25-3744    Fax  0265-25-8534  

     Email： office@hnrf.info  

１． 一般財団法人 人-自然-総合研究財団とは 

一般財団法人とは学術･文化・慈善など公共の利益を増進する事業を行う「基金･資産の集合体(=財団)」で

す。人-自然-総合研究財団は特定企業・政党・宗教に属さず、独立・中立性を指針とする純民間の非営利法人

です。日本を代表する研究機関や研究者と連携し、また自治体や市民と協働し、調査研究活動を行っています。 

   

２． 歴史を開く 
  当財団の設立当初の名称は「財団法人 野外教育センター」でした。野外教育という用語がまだ市民権を得

ていなかった１９８５年、日本で初めて 「野外教育」 という名称を冠し認可された民法３４条の財団法人でした。 

  設立後、特に「中部地方における野外教育の普及」に力点をおいて活動を始め、長野県近隣の自治体・教育

委員会と連携し、青少年育成キャンプや通年合宿を中心に多種多様な野外教育事業を開発・実践してきました。 

２０００年を迎える頃には、全国の様々な民間団体や行政の努力が実り、野外教育は広く知られるようになり、

その活動量も著しくふえました。「地域での野外教育の普及」という当財団の初期目標の一つが達成され、設立

時の課題の一つは達成されました。 

  そうした中で、当財団が果たすべき社会的任務を次世代の野外教育の可能性をさぐる開発研究と定めまし
た。１９９８年には環境美術の研究と展示の拠点となる「ミュー自然美術館」を開館し、野外造形活動の研究を行

ってきました。さらにその後 5 年間、「自然学舎」と「野外博物館」を設けて活動してきました。ここでは特に５つの

大学の研究室・研究者・その他機関と共に自然資源利用史の実験考古学的研究を行ってきました。同時に、こう

した先端研究の場に青少年に参加してもらい科学への関心を高めようとする教育方法ＰＯＳＥ（Pioneering 

Outdoor Science Education）の開発研究も行ってきました。 

  このような経緯を経て、２００２年１月、財団の名称を 「野外教育研究財団」 と変更しました。２００３年には文

化庁委嘱事業「博物館ボランティア研修理論の開発研究」を行い、２００５年には特許庁委嘱事業「IP カルチャー

普及事業」を飯田市教委と共催で行うなど、教育と研究に加え文化活動や地域開発まで活動領域を広げました。 

 

３． 明日を開く 
そして、２０２０年、世界規模の悲劇に遭遇します。コロナ禍に巻き込まれました。これにより経営の柱であった

野外教育活動が壊滅的ダメージを被りました。財団は経営規模の縮小を余儀なくされました。しかし財団の再生

を決意します。まず、その名称を、野外教育のみならず広範な領域を対象とする「一般財団法人 人-自然-総合

研究財団」に改めました。そして「キャンプサイトななつ星」を設け、明日を開くことをめざし、再出発いたしました。 

 

一般財団法人 人-自然-総合研究財団 

 
 

  野外教育研究財団 

 

人-自然-総合研究財団は南信州の小さな民間研究所です。赤石山脈を望む自然
の中で人と自然に関する調査研究を行っています。またその研究に基づく科学・芸
術・野遊び等の体験学習機会を提供します。学融合的な研究、温もりの手作り施
設、地球的視野にたつ文化活動を通じ緑の心の回復に役立ちたいと考えています。 

 
・・・・・・・・・・・・・本部事務局・・・・・・・・・・・・・  

〒395-0244 長野県飯田市山本 5992 番地 1 
     Tel  0265-25-3744    Fax  0265-25-8534  

     Email： office@hnrf.info  

１． 一般財団法人 人-自然-総合研究財団とは 

一般財団法人とは学術･文化・慈善など公共の利益を増進する事業を行う「基金･資産の集合体(=財団)」で

す。人-自然-総合研究財団は特定企業・政党・宗教に属さず、独立・中立性を指針とする純民間の非営利法人

です。日本を代表する研究機関や研究者と連携し、また自治体や市民と協働し、調査研究活動を行っています。 

   

２． 歴史を開く 
  当財団の設立当初の名称は「財団法人 野外教育センター」でした。野外教育という用語がまだ市民権を得

ていなかった１９８５年、日本で初めて 「野外教育」 という名称を冠し認可された民法３４条の財団法人でした。 

  設立後、特に「中部地方における野外教育の普及」に力点をおいて活動を始め、長野県近隣の自治体・教育

委員会と連携し、青少年育成キャンプや通年合宿を中心に多種多様な野外教育事業を開発・実践してきました。 

２０００年を迎える頃には、全国の様々な民間団体や行政の努力が実り、野外教育は広く知られるようになり、

その活動量も著しくふえました。「地域での野外教育の普及」という当財団の初期目標の一つが達成され、設立

時の課題の一つは達成されました。 

  そうした中で、当財団が果たすべき社会的任務を次世代の野外教育の可能性をさぐる開発研究と定めまし
た。１９９８年には環境美術の研究と展示の拠点となる「ミュー自然美術館」を開館し、野外造形活動の研究を行

ってきました。さらにその後 5 年間、「自然学舎」と「野外博物館」を設けて活動してきました。ここでは特に５つの

大学の研究室・研究者・その他機関と共に自然資源利用史の実験考古学的研究を行ってきました。同時に、こう

した先端研究の場に青少年に参加してもらい科学への関心を高めようとする教育方法ＰＯＳＥ（Pioneering 

Outdoor Science Education）の開発研究も行ってきました。 

  このような経緯を経て、２００２年１月、財団の名称を 「野外教育研究財団」 と変更しました。２００３年には文

化庁委嘱事業「博物館ボランティア研修理論の開発研究」を行い、２００５年には特許庁委嘱事業「IP カルチャー

普及事業」を飯田市教委と共催で行うなど、教育と研究に加え文化活動や地域開発まで活動領域を広げました。 

 

３． 明日を開く 
そして、２０２０年、世界規模の悲劇に遭遇します。コロナ禍に巻き込まれました。これにより経営の柱であった

野外教育活動が壊滅的ダメージを被りました。財団は経営規模の縮小を余儀なくされました。しかし財団の再生

を決意します。まず、その名称を、野外教育のみならず広範な領域を対象とする「一般財団法人 人-自然-総合

研究財団」に改めました。そして「キャンプサイトななつ星」を設け、明日を開くことをめざし、再出発いたしました。 

 

人-自然-総合研究財団 

 
 

  野外教育研究財団 
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